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意　見　の　概　要
・主体的で対話的で深い学びを推進している。
・運動を進んで行う児童の育成で、休み時間の遊びの
種類や児童の要望からできるだけ可能にしていること
はよい。
・学習指導要領に沿って計画的に進められている、
・心のつながりを重視した教育は児童にとって効果的な
取り組みである。

・地区によって違うかもしれないが、児童は登校時、大きな声
で挨拶を返してくれる。
・コロナ関係で止まっていた地区の行事などが復活する傾向が
あるので今まで直接話ができなかった民生委員や区長など、
直接会う機会も出てくるとは思うので、要望や意見を伝えていく
ことができる。

・子ども１１０番の家は毎年更新しているということだが、実際
に児童が１１０番の家に入って、大きな声を出すことは難しい
のではないか？
・学校では学級活動で安全に関する事項は指導している。
・雷雨等の対応はどうしているか？
・職員には雷予想が高いときにどのように対処するか、プリント
を配付し、全児童に指導した。また雷雨等は情報を適時集め、
場合によっては留め置くことも考えている。
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協　議　結　果

〇教育活動の進行状況について。
　児童は落ち着いて学習している。

協
　
議
　
等
　
要
　
旨

なし

（１）教育活動の進行状況について
（２）学校応援団（見守り隊）の活動について
（３）学校と地域との連携について

〇学校と地域との連携について
　児童の安全について、子ども１１０
番の家の活用や雷雨時などの対応
ができている。

〇学校応援団（見守り隊）の活動に
ついて
　運動会時にブースを設置したこと
から４名ほど人数が増えた。
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